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要　　旨

ＬＣ(液晶)フォントとは液晶ディスプレイ表示に適
した可読性の高いドットフォントを意味し，本論では
主に液晶ディスプレイの特性に合わせたＬＣフォント
を生成する技術とＬＣフォントを生成するシステムの
中核になるシャープフォントルールベースについて述
べる。
現在，このフォント（文字種としてJIS X 0208-1990

に相当する非漢字・漢字６８７９文字と外字７２３文字）を
当社の情報機器，ＡＶ機器や家電製品に搭載開始して
いるとともにＲＯＭ等に格納した状態で部品として市
場にも供給している。

This paper describes the generation technology of LC
font, which is a dot font with a very high legibility and
suitable for liquid crystal displays, and the Sharp Font Rule
Base that is the core of its generation system.
The LC font currently covers the Level-1 and Level-2

characters of JIS X0208-1990 and other gaiji or
nonstandard characters.
It has started to be incorporated in Sharp’s information

and audio visual products as well as in its household
electrical appliances.
The LC font is also offered on the market in the ROM-

device form.

まえがき

液晶ディスプレイ搭載商品の普及にともない，液晶
ディスプレイから文字で情報を得る機会が急激に増え
ている。インターネットの普及によりブラウザから多
種多様な情報を入手することや電子メールのやりとり
が慣例化していることからもその様子を伺い知ること
ができる。

この紙から液晶ディスプレイへの急激な変化の中で
最近「ディスプレイで文章を読むと疲れやすい」とい
う問題がクローズアップされだした。この問題の中に
は下に示すようないろいろな原因が山積している。
Ａ：液晶ディスプレイ（透過型）と紙（反射型）の

　　　違い
Ｂ：液晶ディスプレイとＣＲＴでの見え方の違い
Ｃ：液晶ディスプレイと印刷紙面の解像度の違い
Ｄ：ディスプレイ上での文字レイアウト
Ｅ：それぞれに適したコンテンツ

Ａに関しては液晶デバイスの構造そのものになり，
文字自体とは別の問題であるためここでは取り上げな
い。
本論ではＢについて古くから使われているＣＲＴと

液晶ディスプレイに文字を表示した時におこる見え方
の差から，また，Ｃでは印刷用に設計された文字を液
晶の切り口から改良を施し，Ｂ，Ｃの両方で「ディス
プレイで文章を読んでも今までより読みやすい」こと
の実現方法を説明したい。
過去の新メディア創生の歴史を振り返ってみても必

ず時間とともに新しい概念を持ったクリエーターの輩
出が見込まれることから，ＤとＥの問題に関しては新
世代に託したい。
また，これら以外の要素に関しては「文字」という

民族の文化に大きく関わるところだけに技術的な一方
向からだけではなく多方面から考察していく必要があ
ると思われる。
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まず液晶ディスプレイとＣＲＴの違いに関してであ
るが，双方に同じ文字を表示した時（写真１）に液晶
ディスプレイ上ではＣＲＴより鮮鋭度が増しているこ
とに気づくであろう。これは液晶フィルターによって
バックライトの透過光をコントロールする方式とＣＲ
Ｔの電子ビームによる蛍光面の発光という方式の差か
らでるものであり，その結果としてＣＲＴ用に設計さ
れた文字は液晶ディスプレイでは「かすれ」たり「や
せ」たりしてしまう。
この問題を解決するために「かすれ」部分を補正す

る「にじみ処理」技術を開発した。
もう一つ液晶ディスプレイと印刷紙面の解像度の違

いであるが，印刷ではだいたい600dpi～2000dpi，液
晶ディスプレイでは100dpi前後の解像度なため10ポ
イントの文字だと従来の活字を細部まで表現できな
い。（図１）
また，量子化誤差により文字位置の上下左右へのバ

ラツキや黒味のバラツキが発生するために可読性が悪
くなっている。
そこで我々は従来の活字の字母を分析し文字の可読

性に関連する４項目を抽出した。（図２）
１．文字の中心・重心
２．部首バランス
３．ふところ
４．ストローク幅
この４項目をルールベースにすることで，印刷だけ

でなく液晶ディスプレイ表示にも適した可読性の高い
フォント生成が可能になった。

１ . 量子化におけるにじみ処理技術

従来のドットフォントを液晶に表示してみると斜め
線や曲線部分にかすれ現象が発生していることが分か
る。

これは液晶ディスプレイの特性によるもので，ＣＲ
Ｔではもともとにじみ現象が発生するためにかすれは
発生せず問題にならなかったものである。（写真１）
そこで我々は，液晶ディスプレイでのかすれの原因

がドットの配置であることに着目し，かすれを補完す
るドットを付加することでかすれのないドットフォン
トを生成することができた（図３）。
この処理は２・３項に示すふところを均一にとった

シャープフォントルールベースを元に生成したため可
能であった。一般に使用されている文字では，にじみ
処理を施したい場所に十分なスペースがない場合が多
く，にじみ処理を施すと，反対につぶれの原因につな
がってしまう。

写真１　CRTと液晶ディスプレイの見え方の違い

Photo 1    Screen of CRT and liquid crystal display.

液晶ディスプレイ表示

ＣＲＴ表示

図１　解像度の違いによる文字表現の差

Fig. 1    Difference of letter expression by difference of

resolution.

印字出力 １２×１２ドット １６×１６ドット

図２　文字の可読性に関連する４項目

Fig. 2    4 items in connection with legibility of letter.

q文字の中心・重心
w部首バランス
eふところ
rストローク幅
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２．シャープフォントルールベース

２・１　中心・重心

図４に示すように中心とは縦組みにした文字の左右
のバラツキを，重心とは横組みにした文字の上下のバ
ラツキを評価する尺度である。
従来からの活字は縦組み用に設計されているため文

字の中心は揃っているが，横組みにした場合に重心の
バラツキが発生する。シャープフォントルールベース
では文字のセンターに中心・重心がくるように設計
し，縦組み・横組みどちらにおいてもバラツキが少な
くなるよう設計している。

２・２　部首バランス
図５に示すような「駅」の字は，日本の活字の元に

なっている中国の活字にはなく（中国では「驛」）当
時の職人が別々の漢字で使われている馬と尺を合字し
たもので，このようなバランスの悪い文字が多く存在
する。シャープフォントルールベースでは部首単独で
も部首それぞれの中心・重心がセンターにくるよう字
形設計をおこなっている。

２・３　ふところ
図５に示すように活字のふところは偏が狭く，つく

りを広くとる傾向があり狭い部分は液晶ディスプレイ
のような低解像度ではつぶれやすい。
また，文字自体が暗くなるために文字が小さく見え

てしまう。シャープフォントルールベースではふとこ
ろを広く均一にとることでつぶれにくくなり，文字自
体が明るいため文字が大きく見える。

図３　にじみ処理

Fig. 3    Blot processing.

CRT用ドットフォント

斜め線・曲線部分に
補完用のドットを付加する
※グレーで示される部分

にじみ処理を終えた
LCフォント

図４　シャープフォントルールベース（中心・重心）

Fig. 4    Sharp font rule base (center of vertical · center of

horizon).

例で示した従来のフォントは縦組での中心は揃っているが、横
組での重心はバラツイている。

※１：シャープフォントルールベースから生成したフォント

図５　シャープフォントルールベース（部首バランス・
ふところ・ストローク幅）

Fig. 5    Sharp font rule base (font shapes · white space

· width of strokes).

※１：シャープフォントルールベースから生成したフォント

２・４　ストローク幅
図５に示すように従来のフォントでは１文字中や文

字全体でいろいろなストローク幅が存在するため量子
化の際にバラツキが発生し，品位が低下していた。
シャープフォントルールベースでは１文字を１種類の
ストローク幅で構成することにより量子化のバラツキ
を抑制するとともに画数によるグルーピングをおこな
いストローク幅を定量化することで黒みの均一化を可
能にした。

３．ＬＣフォントの効果

３・１　視認性

視認性を高める要素として１項で説明したにじみ処
理に加え，２項の４つの改良により，従来のフォント
と比較して主観テスト（表１）ではあるが，ほとんど
の人が可読性の向上を認めた。

従来のフォント シャープフォント※１
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３・２　一覧性の向上
ＬＣフォントではふところが均一に広くなっている

為に文字自体が明るくなり従来の文字と比較して大き
く見えるため，可読性は保ったままで物理的に一回り
小さな文字が使える。
これは，限られた液晶ディスプレイ表示の中により

多くの文字を表示できることを意味し，一覧性を向上
することができる。
逆に従来と同じ文字数の表示でよいのであれば物理

的に１回り小さな文字が使えるので液晶ディスプレイ
の面積を小さくでき，機器をより小型化することがで
きる。

４．ＬＣフォントの応用

液晶ディスプレイの特性を考慮し，文字を構成する
ルールを見直すことで，従来の文字より可読性の高い
液晶ディスプレイ表示用のフォントを開発した。

これまでは，漢字を含む日本語表示が必要とされた
のはワードプロセッサ，パソコン，携帯端末等が中心
であったが，最近では電子レンジのレシピ表示や携帯
電話への電話帳やメール機能の搭載，テレビのイン
ターネット端末化，カーナビ等いろいろな商品に液晶
ディスプレイが装着され文字が表示されるようになっ
てきている。
これらの機器は使用される環境が違うために文字の

見え方もそれぞれ違ってくる。カーナビのように運転
手が液晶ディスプレイを直視できない場合には，かす
れの度合いが大きくなるので，にじみ処理部分を多く
する必要がある。
また，ＣＲＴに出す場合は元々にじむ特性があるた

めにじみ処理部分を少なくする必要がある。したがっ
て状況により補正処理の仕方が変わってくる。
現在はパソコン等の機器には文字自身を補正する機

能は備わっていないが，このにじみ処理は任意に補正
量コントロールが可能なため，環境に合わせてより最
適に補正し，可読性向上をはかることで目の疲労の軽
減など健康面へのきめこまかい配慮が可能になる。

今回開発したＬＣフォントは液晶ディスプレイで見
やすくなるようにじみ処理で補正をしているが，パソ
コンのようにディスプレイがユーザーで選べるものも
存在するためＣＲＴでも従来の視認性は確保した。
また，８ドットや 10ドットなどの低解像度でも

シャープフォントルールベースの特性で可読性の高い
フォントが生成できた。これにより一覧性を飛躍的に
高めることができ，超小型の機器での文字表示も可能
になる。（図６）

むすび

情報機器にＬＣフォントを採用した結果，主観評価
ではあるが，従来にくらべ可読性が向上し，読みやす
くなったとの評価を得た。今後ＬＣフォントの可読性
をさらに上げていくためにより客観的な評価手段を構
築していく。

また，この開発中一番多くの時間を要したのは実は
仕様の策定やアルゴリズム開発ではなく，活字開発
（木版から活字への流れ）の歴史を学ぶことであった。
紙から液晶ディスプレイへメディアが大きく変わる時
期に「文字」という文化の礎を扱うには技術的な一側
面からでは解決できない壁があったためである。
マルチメディアの創成期であり，文明が急速にその

様態を変える今，文化面での考察の重要性を理解でき
たということを今後のフォント開発に生かしていきた
い。
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図６　低解像度でのLCフォント

Fig. 6    LC font in low resolution.

８×８ドット

１０×１０ドット

表１　評価

Table 1    Evaluation.

質問内容：従来のフォントに比べてLCはどうですか�
評価対象：0.24㎜ドットピッチのTFT液晶を搭載したパソコンに市販

のメールソフト上にLCフォントと従来フォントを表示さ
せたもの�

評価方法：無作為に抽出した100人に対し５段階評価のアンケートを
実施した。�

５段階評価�読みにくい�やや読みにくい� ふつう� やや読みやすい�読みやすい�

人数（人）�
�

0 0 4 36 60


